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発刊に当たって

▽月刊誌「ミックス」（大分合同新聞社発行）で連載した「政治は創造なり・元大分市長上田保物語」（2001 年 5 月号～ 2002 年 4 月号）

に若干手直しを加え、改題して 2003 年 2 月に書籍「ロマンを追って─元大分市長上田保物語─」を発刊。その書籍をデジタル

化したのが、今回のデジタルブックです。　　　（本書に登場する人物の年齢や肩書き、施設名称等は、「ミックス」連載時点のもの）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
テ
レ
ビ
番

組
の
一
つ
に
、
毎
週
土
曜
日

の
正
午
過
ぎ
に
放
映
さ
れ
て

い
る
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
生
活

笑
百
科
」
が
あ
る
。

　

落
語
家
の
笑
福
亭
仁
鶴
・

相
談
室
長
の
軽
妙
な
司
会
で

漫
才
二
組
が
身
辺
雑
事
の
ト

ラ
ブ
ル
を
取
り
上
げ
、
会
場

を
笑
わ
せ
な
が
ら
問
題
提

起
。
そ
れ
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
二

人
と
ゲ
ス
ト
一
人
が
こ
れ
ま

た
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
白
、
黒
の

回
答
。
最
後
に
弁
護
士
が
断

人
気
の
秘
密

超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
「
趣
味
の
法
律
」

を
下
す
と
い
う
筋
書
き
。
つ
ま
り
、
難
し
い
法
律
を
面
白
く
、
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
の
が
ミ
ソ
で
、
人
気
の
秘
密
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
〝
法
律
を
面
白
く
、分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
〟
と
い
う
難
事
を
、

保
は
昭
和
初
め
の
弁
護
士
駆
け
出
し
時
代
に
や
っ
て
の
け
た
。
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
、
都
々
逸
、
義
太
夫
、
長
唄
、
清
元
、
流
行
歌
、
古
文
や
小
説

の
さ
わ
り
、
歌
舞
伎
、
新
派
の
せ
り
ふ
な
ど
を
縦
横
に
駆
使
し
な
が
ら
、

六
法
、民
法
、刑
法
を
解
説
し
た「
趣
味
の
法
律
」を
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）

に
出
版
し
た
の
だ
。

　

三
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
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長
女
美
穂
子
が
五
歳
で
亡
く
な
り
、
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
た
と
き
、
出
版

業
を
し
て
い
た
友
人
が
訪
ね
て
き
て
「
法
律
の
入
門
書
を
出
し
た
い
の
だ

が
、
そ
ん
な
に
悲
し
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で
、
ひ
と
つ
、
原
稿
を
書
い
て

み
な
い
か
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
と
五
、六
枚
書
い
て
渡
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
友
人
は
「
こ
れ
は
売
れ
る
。
続
き
を
書
い
て
く
れ
」
と
太
鼓

判
を
押
し
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
参
考
書
も
見
ず
に
一
気
に
書
き
上
げ
た

の
が
、「
趣
味
の
法
律
」
で
あ
る
。
少
年
時
代
に
作
家
を
志
望
し
た
だ
け

に
文
才
に
恵
ま
れ
、
表
現
力
は
豊
か
だ
っ
た
。

　

本
を
ひ
も
と
く
と
、「
義
太
夫
『
日
高
川
』
に
『
焦
が
れ
焦
が
る
る
我

が
思
ひ
、心
強
く
も
偽
っ
て
捨
て
行
く
夫
の
面
憎
や
』
と
い
う
の
が
あ
る
。

た
と
い
婚
姻
は
し
な
く
て
も
夫
婦
約
束
を
し
て
お
れ
ば
、
法
律
の
保
護
を

受
け
る
」「
浅
野
内
匠
守
が
吉
良
上
野
介
に
斬
り
つ
け
た
の
は
、
け
が
を

さ
せ
た
に
と
ど
ま
っ
た
か
ら
殺
人
未
遂
。
大
石
良
雄
ら
四
十
七
士
が
吉
良

上
野
介
の
首
を
は
ね
た
の
は
、
完
全
に
殺
人
行
為
を
遂
行
し
た
の
だ
か
ら

殺
人
既
遂
罪
で
あ
る
」
―
と
い
っ
た
具
合
だ
。

　　

こ
の
型
破
り
の
法
律
入
門
書
は
発
売
当
時
か
ら
話
題
と
な
り
、

六
百
三
十
版
を
重
ね
る
と
い
う
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
浅
草
小
勤

務
時
代
の
安
東
玉
彦
が
上
田
家
を
訪
ね
た
折
、
保
の
妻
美
苗
が
書
生
や
学

生
た
ち
と
一
緒
に
汗
だ
く
に
な
っ
て
印
税
紙
に
ハ
ン
を
押
し
、
印
刷
さ
れ

た
ば
か
り
の
「
趣
味
の
法
律
」
に
張
っ
て
い
る
姿
を
目
撃
し
て
い
る
。

友
人
に
勧
め
ら
れ
て

超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
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後
に
保
が
大
分
中
学
校
時
代
の
同
期
生
、
北
村
宇
吉
（
特
許
事
務
所
経

営
）
と
二
人
で
静
岡
県
網
代
に
あ
る
知
人
の
別
荘
を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と

だ
。
東
海
道
線
の
静
岡
駅
に
降
り
た
二
人
は
場
所
を
聞
こ
う
と
駅
前
の
交

番
に
立
ち
寄
っ
た
。
北
村
が
ひ
ょ
い
と
机
に
目
を
向
け
る
と
「
趣
味
の
法

律
」
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
早
速
、
地
図
で
説
明
を
し
よ
う
と
し
て
い
た

若
い
巡
査
に
聞
い
た
。

　
「
君
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
の
？
」

　
「
は
い
。
こ
の
本
は
分
か
り
や
す
く
て
、
す
い
す
い
読
め
ま
す
」

　
「
著
者
は
こ
の
人
だ
よ
」

　

こ
う
い
っ
て
北
村
が
保
を
指
さ
す
と
、
巡
査
は
最
敬
礼
し
て
、
二
人
を

別
荘
ま
で
丁
重
に
案
内
し
た
…
。

　

保
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
「
趣
味
の
法
律
・
犯
罪
捜
査
か
ら

死
刑
ま
で
」（
趣
味
の
教
育
普
及
会
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
趣
味
の
法
律
」
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
新
た
な
装

い
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
は
弁
護
士
菊
本
治
男
。
そ
れ
ま
で
何
冊

か
の
法
律
専
門
書
を
著
し
、
当
時
、
テ
レ
ビ
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
て
い

た
新
進
気
鋭
の
若
手
弁
護
士
だ
っ
た
。
保
の
著
書
の
基
本
的
な
部
分
は
そ

の
ま
ま
生
か
し
、
法
律
の
改
正
点
や
判
例
を
分
か
り
や
す
く
現
代
風
の
表

現
で
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
新
「
趣
味
の
法
律
」
も
好
評
だ
。

　　
「
趣
味
の
法
律
」
の
爆
発
的
な
人
気
で
経
済
的
な
余
裕
と
知
名
度
を
手

両
豊
倶
楽
部
、
発
足
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に
入
れ
た
保
は
俄
然
、
外
へ
目
を
向
け
、
行
動
に
移
す
。
そ
の
手
始
め
が

在
京
大
分
県
人
会
の
大
同
団
結
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
小
グ
ル
ー
プ
の
大

分
県
人
会
や
明
治
会
、
大
分
県
青
年
会
な
ど
が
あ
り
、
各
自
で
活
動
し
て

い
た
。

　

保
は
宇
佐
郡
八
幡
村
（
現
宇
佐
市
）
出
身
で
当
時
、
東
京
弁
護
士
会
長

だ
っ
た
塚
崎
直
義
（
戦
後
、
最
高
裁
判
事
）
に
働
き
か
け
て
、
こ
れ
ら
の

既
存
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
、昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
「
両
豊
倶
楽
部
」

を
発
足
さ
せ
た
。
会
長
に
陸
軍
大
将
河
合
操
を
担
ぎ
出
す
。
河
合
は
明
治

十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
杵
築
北
台
に
生
ま
れ
、
陸
軍
大
学
校
卒
。
ド
イ

ツ
駐
在
武
官
な
ど
を
経
て
日
露
戦
争
に
満
州
軍
参
謀
と
し
て
参
加
。
関
東

軍
司
令
官
、
枢
密
顧
問
官
を
歴
任
し
た
大
物
で
あ
る
。

　

旺
盛
な
演
出
、
座
持
ち

　

保
は
九
年
に
同
倶
楽
部
の
常
任

理
事
と
な
り
、
話
題
と
な
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
次
々
と
打
ち
出

す
。
そ
の
一
つ
が
旧
府
内
藩
主
邸

で
の
花
見
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、
保
は
最
後
の
府
内

藩
主
松
平
近
説
〔
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
八
日
死

去
〕
の
長
男
大
給
（
お
ぎ
ゅ
う
）

近
道
子
爵
（
朝
廷
の
命
令
で
松
平

姓
を
本
姓
の
大
給
姓
に
改
称
）
に

旧府内藩主邸で催された花見会と保 ( 右端 )
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懇
請
し
、大
給
家
の
屋
敷（
現

東
京
都
文
京
区
小
石
川
）
へ

倶
楽
部
会
員
や
家
族
を
招
待

さ
せ
、
広
大
な
庭
で
花
見
会

を
催
し
て
い
る
。

　

明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に

か
け
て
、
旧
藩
主
や
そ
の
子

孫
は
超
一
級
の
知
名
士
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
分
中
学
校
の
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
入
学
組
で
在
京

者
の
同
期
会
「
く
り
く
り
会
」
を
結
成
し
て
い
る
。
名
称
の
名
付
け
親
は

発
起
人
の
保
。〝
く
り
く
り
〟
は
、
同
中
学
校
の
運
動
場
の
片
隅
に
あ
る

小
高
い
栗
々
山
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
保
も
昼
休
み
に
は
弁
当
を
食
べ
た

り
、遊
び
回
っ
た
も
の
だ
。
当
時
、

二
年
先
輩
の
福
田
平
八
郎
か
ら
、

中
退
の
こ
と
や
画
家
に
な
る
決
意

を
打
ち
明
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
の

栗
々
山
だ
っ
た
。

　

こ
の
「
く
り
く
り
会
」
に
は
、

四
十
一
年
入
学
組
の
ほ
か
、
そ
の

前
後
の
入
学
者
も
参
加
し
、
一
、

二
カ
月
に
一
回
程
度
、
東
京
の
料

亭
で
開
い
て
お
り
、
太
平
洋
戦
争

の
半
ば
ま
で
続
く
。

　

保
は
下
戸
だ
っ
た
が
、
座
持
ち

の
サ
ー
ビ
ス
は
旺
盛
だ
っ
た
。
宴

宴
会
で
お
得
意
の
手
品
を
披
露
す
る
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  (

大
分
市
長
時
代) 小

石
川
に
住
ん
で
い
た
当
時
の
保
と
千
鶴
子
、
愛
犬
ポ
チ
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席
で
十
八
番
の
「
が
ま
の
油
」
や
手
品
を
披
露
し
て
、
出
席
者
を
驚
か
せ

た
。こ
れ
ら
の
隠
し
芸
は
苦
学
時
代
に
先
輩
の
山
本
彦
市
や
遊
び
の
達
人
、

村
上
弘
一
に
連
れ
ら
れ
て
浅
草
な
ど
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
覚
え
た
も

の
だ
。
好
奇
心
の
強
い
保
は
街
頭
で
香
具
師
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
大
道
芸

に
魅
せ
ら
れ
て
そ
の
セ
リ
フ
や
仕
草
ま
で
習
得
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
保
は
夕
方
に
な
る
と
、
二
女
で
小
学
生
の
千
鶴
子
と
柴
犬

の
「
ポ
チ
」
を
連
れ
て
、
近
く
の
護
国
寺
の
境
内
を
よ
く
散
歩
し
て
い

る
。
護
国
寺
は
真
言
宗
豊
山
（
ぶ
ざ
ん
）
派
の
別
格
本
山
で
、
天
和
元
年

（
一
六
八
一
）、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
の
生
母
桂
昌
院
の
発
願
で
創
建
さ
れ

た
。
開
基
は
亮
賢
。
林
に
囲
ま
れ
た
境
内
に
は
仲
磨
堂
、
茶
室
な
ど
由
緒

あ
る
建
物
が
あ
る
。

　

　

一
方
、
出
向
の
形
で
浅
草
尋
常

小
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
安
東
玉

彦
は
よ
う
や
く
、
東
京
下
町
の
生

活
に
慣
れ
て
き
た
。
精
神
的
に
も

余
裕
の
出
て
き
た
彼
は
法
政
大
学

夜
間
部
に
入
り
、こ
こ
で
三
年
間
、

国
語
や
漢
文
の
勉
強
に
励
み
、
中

等
学
校
教
員
の
資
格
を
取
得
し
て

い
る
。

　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
二
月

十
一
日
午
前
、
安
東
は
講
堂
で
の

浅
草
尋
常
小
学
校
勤
務
時
代
の

　
　
　
　
　
　

  

安
東
玉
彦(

右
か
ら
３
人
目)

安
東
、
大
分
県
師
範
の
教
諭
に
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紀
元
節
式
を
済
ま
せ
職
員
室
に
帰
る
と
、
机
上
に
一
通
の
封
筒
が
置
い
て

あ
っ
た
。
裏
に
は
「
大
分
県
師
範
学
校
長
、
池
上
弘
」
と
あ
る
。
便
箋
に

几
帳
面
な
字
で
「
現
在
、
大
分
県
師
範
に
は
、
師
範
卒
の
教
師
が
一
人
も

い
な
い
。
こ
れ
で
は
よ
ろ
し
く
な
い
の
で
、
先
輩
の
方
々
に
推
薦
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
貴
君
が
最
適
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
採
用
す
る
こ
と
に
し

た
。
帰
県
さ
れ
た
い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

安
東
は
早
速
、
首
藤
積
（
安
東
が
大
分
県
師
範
生
時
の
恩
師
）
と
加
崎

為
五
郎
（
保
の
義
兄
）
の
二
人
に
電
話
し
た
。
二
人
と
も
「
わ
れ
わ
れ
が

推
薦
し
た
ん
だ
。
早
く
帰
っ
て
こ
い
」。
こ
う
し
て
、
彼
は
東
京
へ
出
向

し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
目
に
当
た
る
こ
の
年
の
四
月
、
大
分
県
師
範
学

校
の
教
諭
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

平
八
郎
ら
「
六
潮
会
」
結
成

　

京
都
で
日
本
画
家
と
し
て
自
立
し

た
福
田
平
八
郎
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
た
。
美
術
評
論
家
の
横
川
毅
一
郎

か
ら
、
近
く
「
六
潮
会
」
を
結
成
す

る
か
ら
ぜ
ひ
入
会
し
て
ほ
し
い
と
い

う
誘
い
が
か
か
っ
て
き
た
の
だ
。
六

潮
会
は
横
川
と
中
外
商
業
新
報
（
東

京
）
の
美
術
部
長
外
狩
素
心
庵
が
呼

び
か
け
て
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
発
足
し
た
絵
画
の
新
グ
ル
ー
プ
。

参
加
し
た
の
は
、
日
本
画
の
中
村
丘

六
潮
会
の
例
会
に
参
加
し
た
平
八
郎

　
　
　
　

  (

す
べ
り
台
の
上
か
ら
３
人
目)
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陵
、
山
口
蓬
春
、
洋
画
の
牧
野

虎
雄
、
木
村
荘
八
、
中
川
紀
元
、

評
論
家
の
横
川
、
外
狩
ら
東
京

在
住
者
と
、
京
都
か
ら
は
福
田

平
八
郎
。
評
論
家
を
除
く
六
人

の
画
家
は
い
ず
れ
も
若
手
の

〝
上
昇
株
〟
で
、
斬
新
な
作
品

を
次
々
と
発
表
し
て
い
る
。「
六

潮
一
海
に
注
ぐ
」
か
ら
六
潮
の

二
字
を
採
っ
て
会
の
名
称
に
し

た
。

　

六
潮
会
の
他
の
会
員
た
ち
と
の
交
流
が
刺
激
に
な
っ
て
、
平
八
郎
は
七

年
の
第
十
三
回
帝
展
に
「
漣
（
さ
ざ
な
み
）」
を
出
品
し
、
画
壇
を
あ
っ

と
い
わ
せ
た
。

　

彼
は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
助
教
授
時
代
に
中
井
宗
太
郎
教
授
か

ら
伝
授
さ
れ
た
ハ
エ
（
ハ
ヤ
）
釣
り
が
や
み
つ
き
に
な
り
、
琵
琶
湖
畔
で

た
び
た
び
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
持
参
で
釣
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
時
の

デ
ッ
サ
ン
が
、
こ
の
傑
作
の
基
本
に
な
っ
た
。
モ
ダ
ン
な
色
彩
感
覚
と
装

飾
的
感
覚
が
融
合
し
た
作
品
だ
。
こ
の
後
、「
暖
冬
」「
雪
の
野
」「
雪
の
日
」

な
ど
の
秀
作
を
発
表
す
る
。

　　

六
潮
会
の
第
一
回
展
が
七
年
二
月
に
東
京
・
三
越
で
開
か
れ
、
平
八
郎

は
上
京
し
た
。
東
京
に
着
い
た
彼
は
三
越
の
展
示
場
に
立
ち
寄
っ
た
後
、

保
、
平
八
郎
再
会

話
題
作
の
「
漣
」(

昭
和
７
年)
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そ
そ
く
さ
と
山
手
線
の
国
電
に
乗
っ
た
。
行
き
先
は
日
暮
里
駅
近
く
に
あ

る
朝
倉
文
夫
の
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。

　

国
電
の
ス
ピ
ー
ド
が
こ
ん
な
に
の
ろ
い
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
、
平
八
郎

は
も
ど
か
し
か
っ
た
。
大
分
中
学
を
中
退
し
て
以
来
会
っ
て
い
な
い
二
年

後
輩
の
上
田
が
ア
ト
リ
エ
で
待
っ
て
い
る
。
平
八
郎
は
日
暮
里
駅
を
出
る

と
、
肌
を
突
き
刺
す
よ
う
な
寒
風
の
中
を
駆
け
る
よ
う
に
し
て
ア
ト
リ
エ

へ
向
か
っ
た
。

　

三
階
建
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
周
辺
の
あ
ち
こ
ち
に
残
雪
が
積

も
っ
て
い
た
。
玄
関
ド
ア
の
呼
び
鈴
を
鳴
ら
す
。
ド
ア
を
開
け
た
の
は
、

保
だ
っ
た
。

　
「
や
あ
、
久
し
ぶ
り
だ
ね
。
頑
張
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」

　
「
君
、
あ
の
上
田
君
？
、
変
わ
っ
た
ね
え
。
朝
倉
先
生
か
ら
君
が
弁
護

士
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
た
よ
」

　

二
十
二
年
ぶ
り
の
再
会
に
感
慨
無
量
の
二
人
に
、「
や
っ
と
、
大
分
県

産
が
三
人
そ
ろ
っ
た
な
」
と
奥
の
方
か
ら
朝
倉
が
声
を
か
け
て
き
た
。
朝

倉
と
保
は
在
京
大
分
県
人
会
で
知
り
合
っ
た
仲
だ
。
そ
の
夜
は
、
朝
倉
の

妻
や
ま
子
の
手
料
理
で
、
三
人
は
談
笑
に
時
が
た
つ
の
を
忘
れ
た
。

　

以
来
、
平
八
郎
が
上
京
し
た
際
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
三

人
は
こ
の
朝
倉
の
ア
ト
リ
エ
に

集
ま
り
、
談
論
し
た
。
話
題
は

芸
術
論
か
ら
文
学
論
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
食
い
物
、
旅
、
釣
り

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
い
つ

も
博
覧
強
記
の
保
が
司
会
役
に

朝倉　響子
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な
っ
た
。
酒
好
き
の
朝
倉
だ
け
が
ガ
ラ
ス
製
の
銚
子
と
杯
で
ち
び
り
ち
び

り
と
手
酌
を
楽
し
み
な
が
ら
保
の
独
演
を
聞
い
て
い
た
。

　

長
女
の
摂
（
現
舞
台
美
術
家
）
と
と
も
に
学
校
に
行
か
ず
、
家
庭
教
育

を
受
け
て
い
た
二
女
の
彫
刻
家
響
子
（
七
五
）
＝
東
京
都
文
京
区
＝
は
、

当
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
来
訪
し
た
平
八
郎
は
必
ず
、
朝
倉
邸
に
泊

ま
り
、
保
の
方
は
ど
ん
な
に
遅
く
な
っ
て
も
、
帰
宅
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
三
人
は
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
っ
て
お
り
、
保
は
時
折
、
美
苗
や

千
鶴
子
を
伴
っ
て
ア
ト
リ
エ
に
遊
び
に
来
た
り
、
朝
倉
は
家
族
と
一
緒
に

京
都
観
光
を
楽
し
ん
だ
際
に
は
、
福
田
邸
に
宿
泊
し
た
。

　

響
子
は
「
上
田
さ
ん
は
よ
く
し
ゃ
べ
り
、
父
と
福
田
さ
ん
は
聞
き
役
で

し
た
ね
。
福
田
さ
ん
は
い
つ
も
ス
ケ
ッ
チ
ノ
ー
ト
を
持
参
し
、
よ
く
写
生

を
し
て
い
ま
し
た
」
と
述
懐
す
る
。
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　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法

人別府大学が、大分の文化振興の一助となることを願っ

て立ち上げたインターネット活用プロジェクト「NAN-

NAN（なんなん）」の一環です。

　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承していくう

えで重要な、さまざまな文書や資料をデジタル化して公

開します。そして、読者からの指摘・追加情報を受けな

がら逐次、改訂して充実発展を図っていきたいと願って

います。情報があれば、ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せ

ください。

　NAN-NAN では、この「ロマンを追って」以外にもデ

ジタルブック等をホームページで公開しています。イン

ターネットに接続のうえ下のボタンをクリックすると、

ホームページが立ち上がります。まずは、クリック！！！
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